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2021-22シーズン （2021-22 Apparition）
やぎ座 → みずがめ座
赤緯 －13°
⾼度 43°
視直径 49秒

3月 5日2022年合
11月21日東矩
8月20日衝
5月26日⻄矩
1月29日2021年合

みずがめ座

やぎ座

土星

前回例会からの変化

1月

11月

 NEBでリフト活動発生。
 DS7が変化したSTB暗部が伸⻑。
 NNTBsのジェット暗斑群衰退。

② STBが濃化伸⻑

③ NNTBsの暗斑群衰退

① NEBのリフト活動



ＮＥＢのリフト活動
11月の活動

12月〜1月初の活動

 11月1日、 I=61.1° 、
II=26.5°、北緯10.5°の
NEBsに小白斑出現、 I系に対
して+2.5°で後退（II系では-
5°/dayで前進）し、NEBにリフ
ト領域形成。

 12月20日頃、I=90°付近で
小白斑出現、年明けにNEB南
縁に2個の大きな明部に発達。

 1月18日以降、新たな活動。
 EZnではfestoonやNEB南縁

の暗部がやや増加。
 NEBは活動に伴い、NEBsが部

分的に肥厚するも、大規模な
濃化復活には⾄っていない。

1月20日

Ⅲ shadow

ＮＥＢのリフト活動（続き）

 今シーズンのEZnは、⻩褐⾊に着⾊し、極め
て不活発で、模様がほとんどないが、⼀部で活
動的な領域があり、NEB南縁に白斑や小規
模なリフトが散発的に⾒られる。

 この領域は+0.4°/dayで後退していて、現
在I=90°前後にある。

 11月以降のリフト活動は、この領域で起きて
いる。

EZnのドリフトチャート

活動的な領域

11月のリフト活動

12月〜1月初のリフト活動
今回のリフト活動今回のリフト活動



ＳＴＢの濃化・伸⻑

 DS7が拡散・伸⻑したSTBの暗部は、12月以降徐々に濃化して、大赤斑の南に接する
⽴派なベルトに発達した。

 明瞭なベルトとして⾒られるのはII=310°付近までで、その先はしだいに細くなりながら
STBnのジェットストリーム暗斑群に変化している。

 濃化したSTBはBA後⽅の暗部まで続き、⻑さは180°近くに及ぶ。木星面の約半周で
STBが濃化、さらに後⽅のSTB tailを含めると、大半の経度でSTBが復活した。

 8月に発生したSTB outbreakは、 II=230°で孤⽴した暗斑として⾒られる。今後、復
活したSTBに取り込まれるかどうか注目。

 II=120° のSTB後端付近にある2個のSTBnジェットストリーム暗斑がよく目⽴つ。

STB outbreak

BAWS6DS7

STB

ＮＮＴＢｓのジェットストリーム暗斑群が衰退

 NNTBsジェットストリーム暗斑群
は、7月以降、活動的になった。

 暗斑の発生場所は、II=80°と
160°付近の2ヵ所あるようだ。

 後者は11月、前者も12月頃から
新しい暗斑の生成が止まり、暗斑
群は減少に向かっている。

 濃化復活傾向にあったNNTB本
体も、淡くなり、II=150°前後の
断⽚が目⽴つのみ。

10月

1月

無数︖

発生源１
発生源２



その他の状況（南半球）

 大赤斑はやや淡いがオレンジ⾊で明瞭。周囲
に暗部なし。経度はII=10°に後退。

 SSTBのAWO(A1〜A5)が大赤斑の通過を
終えた。A1は加速、A5は減速気味で、A1〜
A5の間隔は60°から80°に広がった。

 BAとWS6が大赤斑に接近中。どちらも明瞭だ
が、WS6はやや拡散している。大赤斑との会合
は合の時期になりそう。

 SEBsの暗斑少ない。ジェットストリームに乗った
暗斑はほぼ皆無。

 SEB内のバージはひとつ消失し、2個残る。接
近中。

A1 A2 A3 A4 A5

SEB南縁のジェット暗斑群とSEBsのバージ

大赤斑とBA周辺

12.5°ジェット暗斑なし、まさに荒野︕

SEBsジェットストリーム暗斑群のドリフトチャート

WS6 BA

A7

Europa

 NEBはリフト活動の影響によ
り、南組織が部分的に厚くなっ
たが、、全体としては淡化状
態が続いている。

 バージは8個、白斑は6個で
変わらず。条件悪化に伴い
白斑は確認が困難。B1と
B2が濃く目⽴つ。WSZは不
明瞭。W1の赤化状況は不
明。

 NTBは淡化が進む。北組織
がほぼ消失して、ベルトが細く
なった。10月に合体した暗
斑群もほぼ消失。

 昨年夏にNNNTBから
NNTZへと緯度変化した白
斑は、NN-WS6に接近する
も、NNTBの暗部前端付近
で消失したようだ。

その他の状況（北半球）

B1 B2 B3 B4 B5 B6B7 B8

W1WSZW2 W3 W4 W5

B1 B2

NEBの淡化状況とバージ／白斑

ほぼ消失

NNTZの白斑のその後

太

NTB淡化

7月 現在

細暗斑

WS6 白斑X

消失

WS6 NNNTBから来た白斑＝X

︖
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⼤⾚斑の経度変化／サイズ／90日振動

90日振動

12.9°±0.9

⻑径変化

ＳＴＢの活動サイクル

λs=λⅡ-0.439(JD-2451625)

STBの活動サイクル

 淡化したSTBには、ベルトに相当する低気圧的領域
（セグメント）が3つ存在する傾向がある。

 セグメントはBA前方で暗斑として形成され、伸長して
ベルトの断片、または青いフィラメント領域となる。

 セグメントは前進してBAに衝突し、激しい攪乱活動
（STB outbreak）を引き起こす。フィラメント領域は濃
化してベルト化する。BAは加速する。

 BA後部のセグメントは、前後に暗斑群を放出しなが
ら縮小、消失する。

 2000年以降、セグメントは6つ、BAとの衝突は4回
観測されている。

 現在復活中のSTBは、上記のパターンとは異なる？

outbreak

outbreak

outbreak

outbreak



ＳＳＴＢの高気圧的白斑（ＡＷＯ）


